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佐賀錦と学校教青 =第2報ココ
問時繁代*.赤星礼子村












































































































































































































































出品にあたって、大限主主信{突が f佐賀 ~lnJ と名づけたと言われる。一時的には佐賀独特のおi; をすべて「佐賀錦」と呼んで
いたが、現在は f鹿島幸liUと f佐賀錦」と呼ぶ。これらの一番の特徴は、経に和紙'S:-1史うことで、ある。和紙に金・銀.i奈
を貼ったものを経に使用し、緯には絹糸を使用する。「鹿島幸nlJは一般に鹿島で織られたものを呼び、古典的な図案・色合
い、つまり本来伝承されてきたものを大切に保持している。鹿島以外で織られたものを「佐賀錦jと呼び、技法-図案な
ど積極的に創作している。(平成14年度佐賀大学教育学研究科修士論文「佐賀錦にかかわる佐賀の女性史j第3主主佐賀錦の
普及と発展、第1節製作・組織閣に詳しく論じている。)
2 )佐賀清和高等学校学校誌打点守口j(紹和53年度)佐賀~Iìlj の項23行自
3 )佐賀の伝統的な佐賀錦を織るには木製の独特な織り台を使用する。昔の一番~Jî単なものは、ァド箱のままにおこし板を立て
て、経紙をのりで貼って使用した。大きさもまちまちであった。長い期間をかけ、発展をし、現在は図.8の写真の巻き取
り式の織り台を使用する。他には、へらとあぐりがあれば、佐賀錦を織ることができる。費用は木製の織り台が一万円程
度、へら・あぐりが一本七百円から千二百円程度である。
*本研究は日本家庭科教脊学会九州地区会・王子成18年度研究発表会(佐賀，平成18年7月29日)で研究発表した。
*本研究を進めるにあたり下記の皆様に資料提供と聞き取り調変にご協力いただきました。浮くお礼申しょげます。
伊万A市立二史小学校(野村恵、子)
佐J;~!巣立)J'ß島実業高等学校(相浦・植松・医)11. 大弁二手)
鹿J品説i;保存会
佐賀清和高等学校(山下美智子)
佐賀大学文化教育学部IliJ属中学校
佐賀鈴振興協議会(池間幸子・池間ムメ子・竹下てい子)
佐賀女子綬矧大学
石田滋i子(佐賀短期大学!日職員) (版不i可・敬称略)
資料・文献
鈴田照次 f染織の旅j
錦織会?佐賀錦j
鹿島市?成島市史・下巻j
佐賀新開
佐賀清和高等学校学校誌
ク
昭和44(1969)年1月15日
IBofIJ46 (1971)年6月10日
紹和49(1974)年10月31日
平成18(2006)年10月22日
昭和53年度
昭和57年度
